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研究要旨 平成 年度から開始した によるオンラインシステム

のデータベースの継続的な運用を行った。平成 年度から構築を始めた

（ ）データベースについてはサーバー改修などの作業を進めながらデータベースの維

持拡充を行った。平成 年度から運用を開始した

法については データベースの構築を行った。平成 年

度までは 、 、 の主要 血清群について、平成 年度はさらに 、 、

、 、 の 血清群を追加した。上記システムを活用し、ブロック代表研究分担者

を通じた情報収集ならびに電子メールによる回覧、食中毒調査支援システム（ ）を活

用した情報共有を行った。本研究の病原体情報の解析から、集団発生事例関連株によるクラ

スター形成、広域に検出される遺伝子型すなわち広域型の発生状況、ならびに共通の感染源

が示唆される同一もしくは類似の遺伝子型を示す菌株のクラスターの存在が明らかとなっ

た。

研究目的

細菌性食品由来感染症への対応において

は、患者から分離された菌株の解析から得

られる病原体情報に基づいた菌株同士の類

縁性の比較、さらに食品等の推定原因材料

からの分離菌株の病原体情報との比較、そ

して得られた情報の迅速な共有化が重要で

ある。

こうした病原体情報という科学的エビデ

ンスに基づく事例対応および感染症対策に

資するため、病原体情報に関する解析手法

並びに情報共有化システムの構築が本研究

の目的である。

本研究では特に 感染症の中でも発

生頻度の高い主要 血清群（

）を対象に、
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法

を用いて解析し、類縁菌株の情報取得、複数

の機関で検出される所謂広域株の解析、及

び情報共有について検討を行った。平成

年はさらに血清群 、 、 、 、

（追加 血清群）についても 法を

実施した。

研究方法

平成 年に感染研に送付された腸管

出血性大腸菌に対して 解析および

を行った。解析結果のデータベース化

を 社 により

行った。結果については、電子メールにより

菌株送付機関に還元した。広域事例が疑わ

れる場合には、必要に応じて、電子メールに

より全国 ブロックの研究分担者を介して

各地方衛生研究所への配信および／もしく

は、食中毒調査支援システム におい

て情報共有を行った。

については ら に記載

の遺伝子座を用いて、 については

に準拠した方法で

解析した。追加 血清群については上記

法に 遺伝子座を追加した方法で実

施した。

研究結果

主要 血清群（ 、 及び ）

については平成 年度より、追加 血清群

については平成 年度より を実施し、

その一部について 解析を実施してい

る。

．

平成 年：主要 血清群 株（

株、 株、 株）を解析し

た。 で 種類、 で 種類のサ

ブタイプが同定された。それ以外の血清群

については検出頻度の高い順に 株、

株、 株、 株、

株、 株などを解析した。 につ

いては 、 については 機関にまたが

る広域型が観察された。

平成 年：主要 血清群 株（

株、 株、 株）を解析し

た。 で 種類、 で 種類のサ

ブタイプが同定された。それ以外の血清群

については検出頻度の高い順に 株、

株、 株、 株、

株、 株、 株などを解析し

た。 については 機関にまたがる広域

型が観察された。韓国産白菜キムチから

が検出され、当該株が検疫所から感染

研に送付された。 解析を行い、データ

ベースを検索した結果、同一パターンを示

す菌株は検出されなかった。

平成 年： を実施した 血清群に

ついては、 株（ 株、 株、

株、 株、 株、

株、 株）を解析した。上記以外の

血清群 株のうち、菌株数が多かった血

清群は 株、 株であった。

については 月にかけて中四国ブロ

ックにおいてクラスターが見られた。

については 月に発生した集団事例株が含

まれていた。

．

平成 年： 株解析し の型

を得た。 株しか検出されなかった型は

（ ％）であった。同様に、 については

株、 型、 型（ ）であった。
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については 株、 型、 型（ ）

であった。 株以上検出された型、その株数

はそれぞれ、 型 株、

型 株、 型 株であった。

平成 年： 株解析し の型

を得た。 株しか検出されなかった型は

（ ％）であった。同様に、 については

株、 型、 型（ ）であった。

については 株、 型、 型（ ）

であった。 株以上検出された型、その株数

はそれぞれ、 型 株、

型 株、 型 株であった。

平成 年： 株解析し の型

を得た。 株しか検出されなかった型は

（ ％）であった。同様に、 については

株、 型、 型（ ）であった。

については 株、 型、 型（ ）

であった。 株以上検出された型、その株数

はそれぞれ、 型 株、

型 株、 型 株であった。

追加 血清群 株を解析し、 のタ

イプが同定された。

（上記は平成 年 月 日時点のもの）

広域株の解析

では、得られた型から関連が疑われ

るタイプ同士をコンプレックスとして包括

している。（コンプレックス解析は年度ごと

に行っているため、以下の結果は年度当時

のものである。）

平成 年度： 地研以上で検出された

コンプレックスもしくはタイプに含ま

れる株は 株であった。このうちコンプ

レックスは 種類（ が 種類、

が 種類、 が 種類）であり、コンプ

レックスに含まれない広域タイプとしては

種類（ で 種類、 で 種類）であ

った。関与した機関数の多い上位 種類の

コンプレックスは 、 、 、

、 、 であった。

は 月に発生した集団事例関連株を含んで

いた。

平成 年度： 地研以上で検出された

コンプレックスもしくはタイプに含ま

れる株は 株であった。このうちコンプ

レックスは 種類（ が 種類、

が 種類）であり、コンプレックスに含ま

れない広域タイプとしては 種類（ で

種類、 で 種類）であった。関与した

機関数の多い上位 種類のコンプレックス

は 、 、 、 、

であった。 、 、 はそれ

ぞれ、 月、 月、 月に発生した広域集団

事例関連株を含んでいた。

平成 年度： 地研以上で検出された

コンプレックスもしくはタイプに含ま

れる株は 株であった。このうちコンプ

レックスは 種類（ が 種類、

が 種類、 が 種類）であり、コンプ

レックスに含まれない広域タイプとしては

種類（ で 種類、 、 、

でそれぞれ 種類）であった。関与した機

関数の多い上位 種類のコンプレックスは

、 、 、 、 で

あった。 は 月に発生した複数の集

団事例関連株を含んでいた。

広域株に関する情報提供

複数地研で共通の タイプもしくは

コンプレックスが検出された場合には、検

出菌株リストおよび 型間の関係を示

す （ ）をまとめ、
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関係機関に還元した。必要に応じて

に掲示版を利用して情報共有を行った。広

域株については および

解析に関する病原体情報をブロック代

表研究分担者より収集し、全国 ブロック

の研究分担者を介した各ブロックの地研へ

の情報提供を行った。平成 年度は

掲示板に掲載した「お知らせ」についても回

覧し、情報共有を行った。

考察

平成 年度から稼働し始めた 主要

血清群、並びに本年度から導入した追加

血清群の の結果から、集団事例、家族

内事例における病原体情報の一致もしくは

類似が認められ、本法の事例解析の有用性

が示された。

主要 血清群の 年間の解析から、 株

以上検出された タイプは全タイプの

％であった。これは菌株数にして解析株

の に達する（各年及び血清群の平均値）。

これらは病原体情報から、互いに何らかの

関連性を有していることを示唆している。

の結果は広域株の探知にもつながっ

た。 地研以上から検出された コンプ

レックス タイプは 年間で 種類であっ

た。広域株には集団事例関連株も含まれた。

各事例において病原体解析結果によって関

連性が示され、事例の全体像の把握ならび

に行政対応につながった。また、広域株には

互いの疫学的関連性が不明の菌株も含まれ

ており、病原体情報の迅速な解析と還元お

よび共有をより一層推し進める必要がある

と考えられる。

結論

感染症における 法を活用する

ことで、より迅速に病原体情報が獲得され、

その情報還元および共有が図られることが

期待された。

現在 感染症では 法、 法、

および 法が利用されている。今後も各

解析法の長所を生かし、迅速な情報共有に

結び付けて感染源の究明に努めることが肝

要である。

健康危険情報 なし

研究発表

誌上発表

．

 

．泉谷秀昌、石原朋子、伊豫田淳、大西

真： 年に分離された腸管出血性大腸菌

、 および 株の 解析につい

て。 、第 巻、 、 年 月

．

．泉谷秀昌、黒木俊郎、林賢一、齊藤志
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保子、八柳潤、今野貴之、大西真：

株の解析。日本感染症学雑

誌、第 巻、 、 年

泉谷秀昌、石原朋子、伊豫田淳、大西

真： 年に分離された腸管出血性大腸菌

、 および 株の 解析につい

て。 、第 巻、 、 年 月

．泉谷秀昌、石原朋子、李謙一、伊豫田

淳、大西真： 年に分離された腸管出血

性大腸菌 、 および 株の 法

による解析。 、第 巻、 、

年 月

．石原朋子、伊豫田淳、泉谷秀昌、大西

真：腸管出血性大腸菌

広域感染事例の分子疫学解析、 年。

、第 巻、 、 年 月

．李謙一、石原朋子、泉谷秀昌、伊豫田

淳、大西真：全ゲノム配列解析を用いた腸

管出血性大腸菌の分子疫学解析。化学療法

の領域、第 巻第 号、 、 年

月

学会発表等

．泉谷秀昌、石原朋子、李謙一、石嶋希、

伊豫田淳、大西真：腸管出血性大腸菌の分子

疫学解析について（血清群 、 、

を中心に）。第 回日本食品微生物学会学

術総会、 年 月、神奈川県川崎市。

．石原朋子、伊豫田淳、泉谷秀昌、大西真 ；

最近の の発生動向について 衛生微

生物技術協議会第 回研究会、仙台、

．石原朋子、伊豫田淳、泉谷秀昌、大西真 ；

年の 腸管出血性

大腸菌における分子疫学解析 第 回日

本食品微生物学会学術総会、東京、

．石原朋子、伊豫田淳、泉谷秀昌、李謙一、

大西真 ； 年における 広域

型の発生動向 第 回腸管出血性大

腸菌感染症研究会、富山、

．泉谷秀昌、石原朋子、李謙一、石嶋希、

伊豫田淳、大西真： 年における腸管出

血性大腸菌 ・ ・ の分子疫学解

析。第 回日本食品微生物学会学術総会、

年 月、東京都。

．泉谷秀昌 腸管出血性大腸菌の 解析。

平成 年度希少感染症診断技術研修会、

年 月、東京都。

．泉谷秀昌、李謙一、石嶋希、伊豫田淳、

大西真： 年における腸管出血性大腸菌

・ ・ の分子疫学解析。第 回

日本食品微生物学会学術総会、 年 月、

徳島県徳島市。

．泉谷秀昌：腸管出血性大腸菌の 解

析について。平成 年度 地域保健総合推

進事業 腸管出血性大腸菌 技術研修会、

年 月、東京都。

知的財産権の出願・登録状況

特許取得 なし

実用新案登録 なし
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